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シェアサイクルは，欧米で初めて導入され，脱炭素，移動の活性化，観光地の周遊性向上などの点で注

目されている．しかし，日本と海外では導入しているシェアサイクルのシステムや道路整備に違いがあり，

さらなる利用促進には導入都市やサービスエリアの交通環境や利用実態の把握が重要である．本研究は，

福岡におけるシェアサイクル整備に必要な知見を得ることを目的に，現在の実態と問題点の把握を試みる

ものである．今回は基礎的段階として，敷地内にポートが設置された福岡女子大学の学生及び教職員を対

象にシェアサイクルの利用経験，その目的や利用頻度等のアンケート調査を行い，利用実態の把握を行う．

その上で，福岡女子大学周辺，また福岡女子大学生のシェアサイクル需要について明らかにする． 
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1. はじめに 

 

(1) 研究の背景 

我が国ではシェアサイクルサービスの導入が進んでお

り，国土交通省 1)によれば，現在 225都市においてサー

ビスが展開されている．シェアサイクルは 1960 年代の

ヨーロッパで始まった．はじめは匿名で利用できること

による盗難や破壊の問題により失敗していたが，1990年

代になると個人を特定可能な磁気カードなどが用いられ，

次第にスマートフォン認証などが導入され，欧米から中

国やシンガポール，日本などにサービスが導入されるこ

とになった． 

いまでは世界各国で導入されているが，欧米諸国と日

本ではシェアサイクルが置かれている環境は異なってい

る．ヨーロッパ諸国では自転車道の整備が進んでいるの

に対し，日本はまだ発展途上である．また，日本は欧米

に比べて建物が過密な都市構造になっていることから，

ポート等の関連設備を整備できる土地が少なく，ポート

の視認性や配置についても工夫が必要である．わが国で

シェアサイクルを普及させるためには，欧米諸国のシス

テムをそのまま導入するのでは十分とは言えず，日本の

都市構造や需要合わせたシステムに再編し，効率的なサ

ービスを行う必要がある． 

また，導入目的も異なっており，欧米では単に公共交

通機関の一部またはそれを補完するものと位置付けられ

ているのに対し，日本ではまちづくりの一環や観光時の

周遊性向上を目標にしているところもある．目的により

当然最適な配置やサービスは変化するため，日本に合わ

せた調査が必要だといえる． 

さらに，事業者にとっては採算性が大きな課題となっ

ており，なかには地方自治体の支援を受けている事業者

もある．シェアサイクルサービスを運営するにあたって，

自転車を需要の多い地点に移動させる「再配置」が必要

であり，コストがかかる．自転車配置のさらなる効率化

でコストを削減することが求められている． 

以上のような背景から，日本では社会実験や研究を通

じて現状の分析が行われている．脱炭素社会や MaaSの

普及など，将来の公共交通のなかでシェアサイクルは注

目されているサービスの一つである．シェアサイクル事

業を発達させるためにも，導入都市やサービスエリアの

交通環境，サービスに対する需要や問題点を把握するこ

とが重要である． 

 

(2) 既往研究および本研究の目的 

国内のシェアサイクルを調査・分析し，その最適化の

提案を試みた研究は少なくない．例えば，佐藤ら 2)は名

古屋市で行われた「名チャリ社会実験2009」を対象にし，

都市構造と貸出場所の関係を明らかにすることを目的に

貸出頻度モデルを構築した．丸山ら 3)は札幌都心部で展

開している「ポロクル」のデータを使用し，ユーザー層
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の違いや，休日と平日の移動パターンの違い，ポートご

との需要などを可視化させている．山谷ら 4)は金沢市内

を周遊する「まちのり」のサイクルポートの位置を評

価・考察している．松本ら 5)は，東京都世田谷区におけ

る「がやリン」と事例に利用特性を分析し，その役割を

考察している．これらの多くは，各地域でシェアサイク

ルサービスの利用状況を分析したものであるが，福岡市

を対象とした研究はない．自転車利用者が多く駐輪対策

や自転車専用レーンの整備を進めてきた同市では，2018

年より市の補助事業としてシェアサイクルの導入を補助

した経緯があり，今後もサービスの拡大が考えられる．

しかし，導入都市やサービスエリアの交通環境や，自転

車の利用実態によって最適なサービスレベルや運営が異

なることから，福岡市での調査・分析が求められると考

えられる． 

そこで本研究は，福岡市のシェアサイクルの整備に必

要な知見を得ることを目的とし，まずは基礎的段階とし

て，学内にサイクルポートが設置されている福岡女子大

学の学生および教職員を対象としたアンケートから利用

実態と改善点を把握し，今後の課題について検討を試み

るものである． 

 

 

2. 調査概要 

 

(1) 調査対象 

本研究の対象は，福岡女子大学に所属する学生，およ

び教職員とした．選定の理由は，福岡のシェアサイクル

利用実態を調査するにあたって，福岡女子大学には

Neuet株式会社が運営するシェアサイクルサービス Char-

ichari のポートが設置されておりサービスが身近である

こと，また，Charichariのサービスは福岡市内の繁華街に

も設置されており，福岡女子大学に設置されたポート以

外の利用に関しても調査を行い，学生に特化した研究を

行うことで若者のシェアサイクル利用実態を明らかにし

やすいためである． 

また，今回は福岡に特化した研究であるため，福岡で

使用されているシェアサイクルサービスとしてCharichari

と対象に調査を行った． 

 

(2) 調査内容 

今回の調査は，福岡女子大学に所属する人のシェアサ

イクル利用実態を把握するとともに，利用者がどのよう

な改善を求めているのかを把握することを目的とする． 

質問項目は，まず性別や学年，居住地区等の個人属性

を設定した．次に，福岡女子大学に設置されたCharichari

のポートおよび大学外のポートの利用経験，利用した人

には目的・頻度・どの地点で使用したのかについて調査

した．また，どのような改善があればより利用したいと

思うかについて尋ねている．オンラインで選択式と記述

式を組み合わせたアンケートを実施する． 

 

 

3. おわりに 

 

わが国でも導入が進められているシェアサイクルであ

るが，導入都市やサービスエリアの交通環境や自転車の

利用実態によって最適なサービスレベルや運営が異なる

ことから，それらの把握が重要である．本研究は，市が

シェアサイクル事業の補助を行っている福岡市を対象に，

シェアサイクル利用と整備に必要な知見を得ることを目

的とするものである．今回は基礎的段階として，学内に

サイクルポートを有する福岡女子大学の学生と教職員に

アンケートを行い，利用目的や頻度，求められているサ

ービスの改善点について分析を行う．結果については当

日会場にて報告する． 

 

NOTES 

注1) 国土交通省：シェアサイクルに関する現状と課題 https://w

ww.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/sharecycle/pdf01/03.pdf  2022年 11

月 30日閲覧 
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